
計
量
法
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
指
定
を
し
た
外
国
製
造
事
業
者

指
定
番
号

指
定
年
月
日

事
業
の
区
分
の

略
称

外
国
製
造
事
業
者
の
名

称

指
定
す
る
工
場
又
は
事
業
場
の

名
称
及
び
所
在
地

〇
二
Ｃ
Ｈ
〇
一

平
成
二
十
四

年
九
月
二
十

八
日

質
量
計
第
一
類

M
e
ttle

r-T
o
le
d
o
A
G
,

L
a
b
T
e
c

M
e
ttle

r-T
o
le
d
o

A
G
,

U
z
-

n
a
c
h
F
a
c
to
ry

B
u
c
h
b
e
rg
stra

sse
4
,

C
H
-

8
7
3
0
U
z
n
a
c
h／

S
G
,
S
w
itz

-
e
rla

n
d

平成™›年˜—月˜�日 火曜日 第œ —�号官 報

名

称

大
船
渡
港
湾
口
南
仮
設
灯
浮
標

位

置

所

在

地

岩
手
県
大
船
渡
港
（
コ
オ
リ
埼
灯
台

の
西
方
約
二
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
九
e

〇
一
e

〇
四

東

経

一
四
一
e

四
三
e

五
六

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

岩
手
県
大
船
渡
港
（
コ
オ
リ
埼
灯
台

の
西
方
約
二
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
九
e

〇
一
e

〇
一

東

経

一
四
一
e

四
四
e

〇
一

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日

記

事

一
時
変
更

名

称

高
知
港
御
畳
瀬
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

高
知
県
高
知
港
（
御
畳
瀬
防
波
堤
外

端
）

北

緯

三
三
e

三
〇
e

一
五

東

経

一
三
三
e

三
三
e

二
九

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
二
五
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

三
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
八
・

八
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
一
〇
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
二
十
九
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
指
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
百
五
十
九
条

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
三
十
一
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七

日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十

号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5
1
3
1号

船
外
機
（
小
型
船

舶
用
）

0
0
9
9
5Ｆ

T
H
A
I

S
U
Z
U
K
I

M
O
T
O
R

C
O
.,

L
T
D
.

3
1／

1
R
A
N
G
S
IT

-
O
N
G
K
-

H
A
R
A
K

R
O
A
D
,

B
U
N
-

G
Y
E
E
T
H
O

T
H
A
N
Y
A
B
-

U
R
I,

P
A
T
H
U
M
T
H
A
N
I

1
2
1
3
0
,
T
H
A
IL

A
N
D

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
三
十
二
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
九
月

二
十
七
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。平

成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
4
9
7
2号

船
外
機
（
小
型
船

舶
用
）

0
6
0
0
2Ｆ

ス
ズ
キ
株
式
会
社

フ
ュ
ー
エ
ル
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
の

変
更

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
三
十
三
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
製
造
認
定
事
業
場
と

し
て
認
定
し
た
の
で
、
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

新
潟
原
動
機
株
式
会
社

新
潟
内
燃
機
工
場

新
潟
県
新
潟
市
東
区
岡
山

1
3
0
0番
地

内
燃
機
関
（
シ
リ
ン
ダ
の
径

が
6
0
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の
に
限
る
。）

平
成
2
4年

1
0月

1
4日
か
ら

平
成
2
9年

1
0月

1
3日
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
三
十
四
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
一

年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
八
十
七
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

別
表
の
九
及
び
十
二
の
項
指
定
を
し
た
日
欄
中
「
平
成
十
九
年
」
を
「
平
成
二
十
四
年
」
に
改
め
、
同
表
の
十
三
の

項
確
認
検
査
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
欄
中
「
六
番
二
号
」
を
「
六
番
一
号
」
に
改
め
、「
福
岡
市
」の
下
に「
中

央
区
」
を
加
え
、「
ニ

東
京
御
茶
ノ
水
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
八
番
地
」
を
削
り
、
ホ
を
ニ

と
し
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

東
京
御
茶
ノ
水
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
八
番
地

同
項
指
定
を
し
た
日
欄
中
「
平
成
十
九
年
」
を
「
平
成
二
十
四
年
」
に
改
め
、同
表
の
十
四
の
項
業
務
区
域
欄
中「
宮

城
県
」
を
「
青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
宮
城
県
」
に
改
め
、
同
表
の
二
十
の
項
業
務
区
域
欄
中
「
埼
玉

県
」
を
「
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
」
に
改
め
、「
神
奈
川
県
」
の
下
に
「
、
山
梨
県
」
を
加
え
、「
及
び
三

重
県
」
を
「
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
及
び
和
歌
山
県
」
に
改
め
、
同
項
確
認
検

査
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
欄
中
「
国
分
寺
支
店

東
京
都
国
分
寺
市
南
町
三
丁
目
四
番
十
九
号
」
を
「
大
阪

支
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
一
番
三
号
」
に
、「
十
号
」
を
「
十
」
に
改
め
、
ヌ
を
ル
と
し
、
ホ
か
ら
リ
ま

で
を
ヘ
か
ら
ヌ
ま
で
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

国
分
寺
支
店

東
京
都
国
分
寺
市
南
町
三
丁
目
四
番
十
九
号

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
二
十
五
号

航
路
標
識
の
位
置
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

大
船
渡
港
湾
口
北
仮
設
灯
浮
標

位

置

所

在

地

岩
手
県
大
船
渡
港
（
コ
オ
リ
埼
灯
台

の
西
方
約
二
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
九
e

〇
一
e

一
一

東

経

一
四
一
e

四
三
e

五
八

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

岩
手
県
大
船
渡
港
（
コ
オ
リ
埼
灯
台

の
西
方
約
二
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
九
e

〇
一
e

〇
八

東

経

一
四
一
e

四
四
e

〇
四

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日

記

事

一
時
変
更

œ
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